@ キ ゾウ アザ ラ シ の ジャ ブ 

1989 年 11 月 21 日 早朝 、 1 頭 の オス の ゾウ アザ ラ 
シ が 伊豆 諸島 の 新島 に 漂着 し まし た 。 そ の 後 こ の 
アザ ラ シ は 自力 で へ も どり まし た が 、 再 び 油 岸 
に 上 陸 し た だ め 、11 月 23 日 に 保護 され 東京 の サン 
シヤ イン 国際 水族 館 へ 輸送 これ まし だ 。 そ し て 1 
年 間 飼 育 さ れ だ 後 、 繁 殖 を 目的 と し て 本 種 の 長期 
飼育 の 実績 と 飼育 に 適し た 施設 が ある 当館 へ や つ 
て きま し だ た だ 。 ご の ゾウ アザ ラ シ は 、 日 本 へ 漂着 レ 
だ こと ガ ら 名 前 は 「 ジ ャ プ 」(Japan Beached) と 
名 付け られ まし た 。 

キタ ゾウ アザ ラ シ は 、 オ ス で 体長 ら m 体 重 3 t 
に も な り 、 骨 脚 類 の 中 で は ミナ ミゾ ウ ア ザラ シ に 
つい で ら 2 番目 に 大 きぐ な る 仲間 で す 。 本 種 は アメ 
リカ の カリ フ オ ルニア 沿岸 に 生息 し て いて 、 今 回 
の よう に 日 本 沿岸 に 漂着 し だ 例 は 大 変 珍 し いこ と 
で す 。 

搬入 時 は 265kg だ つ だ 体重 も 現在 で は 2.5 倍 の 
674kg こ と なり 、 オ ス の 特徴 で も ある 鼻 も 立派 に な り 
まし た 。 筐 殖 期 に お な る と 、 そ の 鼻 を ふぐ くら ませ 、 
あ だ り の 一帯 に 響き わ だ る 大 き な お 鳴き 声 を 一 日 中 出 
し て いま すず 。 現在 当館 で は 4 頭 の キタ ゾウ アザ ラ 
シ を 飼育 し て いま す が 、 成 再 し た メス の 「 ラ ブ 」 
と の 間 に は 筐 殖 行動 もみ られ 、2 世 誕生 の 期待 が 
持 だ ね て いま す 。 ( 関 ) 
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@ ウ ツボ 

ウツ ボ は 本 州 以 南 の 暖かい 海 に 分 布 し 、 沿 岸 の 
岩礁 付近 で 生活 する 台 で す 。 ウ ナギ に 近い 仲間 で 
ウナ ギ 同 様 腹 ビ レガ あり ませ ん が 、 ウ ツボ は 胸 ビ 
レ も 明 化 し て あり ませ ん 。 体 色 は クリー ム 色 と 褐 
色 の 複 奴 な まだ ら 模 様 で 、 個 体 に よ つ て 微妙 に 異 
な り ま す 。 ご の 体 色 の 違い は 近 育 係 に と つて 個体 
識別 の 重要 な が かがり と な り ま す 。 

夜行 性 で ある 彼 等 は 日 中 物 影 に 隠れ る こと を 好 
み ま す 。 水族館 に 来 を ば が ガ り の ウツ ボ に 隠れ 家 と 
な る 岩 や や 筒 等 を 用 意 し て お お な いと 、 ヘ ビ に 似 だ 
体 を 利用 し て 水槽 の 外 へ 逃げ 出し て し まう と いう 
神経 質 な 一 面 が あり ます 。 こ の よう な ウツ ボ で す 
が 、 ひ と だ び エ サ を 食べ る 様 に な る と 、 係 員 が ガチ 
に 持つ て 差し 出し た エサ も 食べ る ほど よ ぐ 相 れ ま 
す 。 し が し 不 注意 で エサ ご と まま で 吹 み つ ガ れる 
と 、 犬 歯 状 の 鋭い 歯 が 口 を 閉じ だ 時 に は 内 側 に 倒 
れ 込 む よ つ に な つて いる だ め 、 大 怪我 を こう むる 
こと に な り ま す 。 

ウツ ボ は 水槽 の 中 で は あま り ※※ ぎ まわ ら ざ 、 い 
つも じ つ と し て いま す が 、 他 の 遇 より 、 ひと きわ 
お 客 様 の 目 を 引く 明 の よう で す 。 一 見 、 大 きぐ 肩 


で 息 を する よう に 見 える 独 得 な 呼吸 の 様子 は 、 へ 
ビ の よう お 体形 と 派手 な 模様 、 そ し て 凶暴 そう な 
顔付き と あい まつ て 、 映 画 で いう なら 存在 感 の あ 
る 悪役 と いつ た と ころ で し よう ガ 。 水族館 に は な 
ぐ て は な ら な い 人 気 者 で す 。 (矢尾 板 ) 
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4 も の に く な り ま 
南極 周辺 に 生息 する ペン ギン を 展示 し て いる ペ 
ン ギ ンズ ネイ チ ヤ ー で は 、 オウ サマ 、 ジェ シン ツー 
マカ ロニ 、 イ ワ ト ビ の 4 種類 の ペン ギン 達 が 缶 育 
され て いま す 。 オ ウサ マ ペ ン ギン は 、 黒 と 白 と 黄 の 
美しい 体 色 を し た 、4 種 類 の 中 で は 1 番 大 き な 体 
を し だ ペン ギン で 13 羽 いま す 。 そ の 中 の 1 汐 は 昨 
年 9 月 に 当館 で 初め て 誕生 し た 個体 で 、 ま だ ぐち 
ば し の 横 の 黄色 い 模 様 が 薄く 、 他 の ペン ギン 達 と 
は な じ め ざ に いま すず 。 自然 界 で は 一 夫 一 婦 制 で 、 
メス は 卵 を 1 つ だ け 産 み 、 卵 が ふ化 する まで オス 
と メス の 共同 で 約 ら ヵ月 間 抱 吸 し ます 。 そし て 
化し を ヒナ は 親鳥 と と も に 生活 し 、 親 が ら 口 移し 
で 餌 を も らい ます 。 し が ガ し 、 飼 育 し て いる オウ サ 
マ ペ ン ギン で は 、 他 の 個体 が 子育て に 参加 する ご 
と が あり 、 当 館 の 場合 も 親 以外 の 個体 び 了 育て に 
参加 し まし た 。 そ ご こ で 今回 は ヒナ が 誕生 し 成鳥 の 
姿 に な る まで の 経過 を 飼育 日 誌 か ら ご 紹介 し て み 
ます 。 
1994 年 7 月 24 日 産 確 認 。 田 親 (No17) が 足 の 


ヽ 


甲 の 上 に 卵 を の せ 温 め て 
いる 。 

8 月 7 日 父 有 親 (No14) 

が 抱卵 を 交代 。 以 後田 親 
が 主体 で 、 時 々 父親 と 交 
代 す る 。 

9 月 11 日 は し 打ち が 始 
まり 、 卵 の 一 部 が 欠け 始 
め 、 卵 の 中 ガ ら ヒナ の 鳴 
き 声 が 間 こ える 。 

9 月 13 日 朝 5 時 50 分 必 
化 確 認 。 父 親 の 足 の 甲 と 
腹 の 間 に い る ヒナ を 確認 
し た が 、 1 時 間 20 分 後に 
は 有田 親 は 遊 基 し 、 父 親 が 
ヒナ を 探し て いる 様子 だ 
つた の で 、 飼 育 杏 中 を 大 
捜索 し た と ころ 、 親 で は 
な い 個 体 (No12) が ちや 
つが り の ヒナ を 抱い て い だ 。 
そし て ヒナ の 代 き 声 が 剛 
ご え 、 用 の 下がら 顔 を の 
ぞ が は せ て いる の を 見 て 一 
安 届 。 そ こ で 無理 に 親 に 
戻さ きず に その まま 様子 を 
見 る こと に する 。 

9 月 18 日 (6 日 目 ) 親代わり の No12 が ガロ 物 し で 
ヒナ に 餌 を 与え て いる の を 確認 。 ヒナ を めぐ る 親 
と の 争い は な い 。 

9 月 28 日 (16 日 目 ) ヒナ 、Na12 の 用 の 下 ガ ら 出 
て 全身 を 見 せる が すぐ に 戻る 。 No12 へ の 給餌 は 、 

ヒナ を 抱い て いる た だ め 、 係員 が 近づく と 柚 や くち 
ば し で 攻撃 し 、 思う よう に で き な い 。 腕 を つつ か が 


れ な が ら も で きる だ け 食 べ さ せる 。 
10 月 19 日 (37 日 目 ) ヒナ が No12 の 用 の 下 ガ ら 出 
て 動き 回 る 。 


10 月 23 日 (41 日 目 ) No12 ザ ヒナ を 離す こと が 多 
ぐ な る 。 ヒ ナ は 腹 の 下 ガ ら は み だ す ほど 大 きぐ な 
る 。 

10 月 24 日 (42 日 目 ) No12 と 団 親 が 子育て を 交代 。 
No12 は 約 40 日 間 の 親代わり を つと め だ 後 、 初 め て 
プー ル に 入り 泳ぐ 。 

10 月 25 日 (43 日 目 ) 田 親 と No12 の 他 に ら 個 体 が 
子育て に 参加 。 


10 月 26 日 (44 日 目 ) 計 6 個 体 が 子育て に 参加 。 

ヒナ を 抱い て いな い 個 体 で も 、 餌 を ね だ る ヒナ の 
鳴き 声 に 反 し て 餌 を 吐き 出す 行動 が 見 られ る 。 

他 の 園 館 の 賠 で は この 頃 ガ ら 係 員 が 餌 を 号 え 始め 
て いる こと や 、 親 が ほとん ど 消 化し て いな い 餌 を 
吐き 出し て 与え る の を 確認 し を こと な どか が ら 、 試 
し に 消化 の よい シシ ヤ モ を 与え た と ご ころ 1 本 呑み 
込ん だ 。 

10 月 30 日 (48 日 目 ) 田 親 は 他 の 個体 が ゲ ビ ナ を 掲 
いて いる と 取り 戻 そ うと する 。 

11 月 8 日 (57 日 目 ) 避 化 以後 ヒナ の 面 較 を 見 な 
ガ つ だ 父親 も 子育て に 参加 。 

11 月 14 日 (63 日 目 ) エサ を シシ ヤ モ ガ ら ア ジ に 
変更 。 食欲 強 350 g を 廊 べ る 。 

11 月 22 日 (71 日 目 ) 単独 で いる こと が 多く な る 。 
まだ 係員 の 横 で 餌 を ね だ る よう に な お る 。 食欲 強い 。 
12 月 6 日 (85 日 目 ) 他 の ペン ギン に 給 龍 を し て 
いる 係員 の ひざ の 下 に も ぐり 込ん で 眠る 。 

12 月 7 日 (86 日 目 ) 損 紀 が 始ま る 。( を の 窒 下 側 
の 汰 所 が 抜 け 始 め だ 。 

12 月 19 日 (98 日 目 ) プー ル へ 落ち る 。 自 分 の 力 
で 上 陸 で き な い 。 係員 が 助け あげ だ 後 、 ビ ショ ビ 
シヨ ョ の 釣 毛 を タオ ル と ドラ イヤ ー で 乾 が す 。 江 死 
等 の 事故 を 防止 する だ め 、 夜 間 は プー ル の な い 場 
所 に 収容 する 。 

1995 年 2 月 28 日 (169 日 目 ) 給 龍 時 、 係 軸 の そ 

ば か ら 離 れ な い 。 ア ジ を 900 g 食べ る 。 

3 月 29 日 (198 日 目 ) クオ ー と いう 成島 と お な 


じ 鳴 き 声 を 出す 。 

4 月 5 日 (205 日 目 ) 食欲 ガ 不 安定 と な る 。 

5 月 20 日 (250 日 目 ) ヒナ の まわ り に 抜け 落ち 
だ 汐 毛 が 多く 見 られ る 。 両 四 の 換 泌 が 進む 。 

6 月 17 日 (278 日 目 ) 下腹 部 の 羽 が 抜け 始め だ 。 
6 月 18 日 (279 日 目 ) 再び プー ル に 沙 ち る 。 頭 


部 を 水面 に 出し て 涼 ぐ が 、 自 分 で 上 陸 で き な い の 


人 美しい ベン ギン に 変身 中 


きり し て いな い ( 幼 鳥 の 特徴 )。 他 は 成鳥 と 同じ 模 


様 と な る 。 

7 月 28 日 (319 日 目 ) 遊 基 あり 、 自 分 で 上 陸 で 
きる 。 

7 月 30 日 (321 日 目 ) プー ル の な い 場 所 へ の 夜 


間 収 容 を 中 止 し 、 ペ ン ギ ンズ ネイ チ ヤ ー で の 終日 
飼育 を は じ め る 。 

拠 羽 前 の 、 桑 ら が お 激 毛 に お お われ だ 、 モ コモ 
コレ だ 次 の 時 は 、「 あ の ペン ギン は 何と いう 種類 で 
す ガ が 」 と お 客 様 に よ ぐ 質問 を され まし た 。 め 化し 
て ガ が ら 1 年 以上 E ち まし だ が 、 係員 の が ら 棚 を 
食べ る の も まだ ぎこちなく ぐ 、 時 に は 係員 の まま で 
も 餌 と 間違え て くわ えて し まう こと も あり ます 。 

当館 で は オウ サマ ペン ギン の 柚 殖 は 初め て の ご 
と で まだ まだ わ ガ がら な いこ と が 数 銚 く あ り ま す 。 
つき 合い は まだ 始ま つ だ ば か り で す が 、 こ れ ガ が ら 
も 元気 いつ ぱい に 成長 し て ほし いと 願 つ て いま す 。 

(田中 ) 


へ 体重 


で 也 員 が 助け あげ る 。 腹部 を お お つて いた だ 茶色 の 回 ER 
汰 毛 が ず いぶ ん 抜け 、 白 ーー ー 一 


い 弱 が 現れ る 。 

7 月 3 日 (294 日 目 ) 

頭 部 の 羽毛 の 下 に 黄色 い 
模様 が うつす ら と 見 える 。 
7 月 15 日 (306 日 目 ) 

損 尼 終 了 。 黄色 の 模様 や 
ぐち ば し の 色 は まだ は つ 


日 
産卵 


日 150 日 300 昌 
も ふ化 初 導 換 激 開始 換 紀 終 了 ! 


10 月 15 日 に 、 南 極 の 生物 達 が 昭和 基地 を 出発 し 
て ガ が ら 5000 日 を 迎え まし だ 。 ご この 生物 達 は 昭和 56 
年 第 23 次 南極 地域 観測 隊 に より 採集 を れ だ も の で 
す が 、 昭 和 57 年 4 月 20 日 より 国立 極地 研究 所 が ら 
の 委託 を 受け 、 当 館 で 飼育 を 開始 し まし た 。 

飼育 は これ まで に ショ ウ ワ ギ ス の 産 史 び ずみ られ 
だ た り 、 オキ ツン ノリ が ゆめ つ ぐり 成長 発 鞭 する な ど 順 
調 に 経過 し て いま す 。 現在 、 シ ョ ウ ワ ギ ス を は じ 
め 、 ヒ モ ム シ 、 ウ ニ 、 ヒト デ 、 オキ ツン ノリ の 5 種 
10 点 を 一 般 公開 し て いま す 。 ご これ ら 生 物 の 飼育 環 
境 は 、 南 極 の 海 に 近づけ る だ め に 急 育 展示 室内 部 
全体 が マイ ナス 2 で C に 設定 され て いて 、 さ し ざめ 
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し の 


4 南極 の 生物 展示 風景 


大 き な お 冷蔵 庫 と いつ だ と ころ で す 。 室内 で の 飼育 
作業 は 他 の 作業 と は すこ し 上 趣 が 違い ます 。 給 遂 や 
水 掃除 の と き に は 係員 は 防 宴 着 を 身 に つけ ます が 
ほん の 10 分 程 で 手足 の 感覚 が 無く な り 、 エサ と な 
る エピ の 切身 を 指 で つま お むこ と が 難し く な る ほど 
で す 。 ご の よう お 特別 な 環境 を 維持 する だ め に 、 
毎日 る 回 の 水温 チエ ッ ツク 、 定 期 的 な 水質 検査 、 庫 
内 の 空気 を 環 流す る 扇風機 の チエ ッ ツク な ど を 行い 
慎重 に 飼育 を 続け て いま す 。 南 極 の 生物 を 飼育 す 
る こと は と て も 難し いこ と で す が 、 低 温 性 生物 や 
深海 性 生物 の 飼育 に 役立つ 資料 を これ が ら も 集め 
て いき だ いと 考え て いま す 。 (入野 ) 


ムウ ニ の 一 種  SYe7c カ juMG が MIZVe ガ 7 


人 ム マ ッ コ ウ ク ジ ラ と イル カ (完成 図 ) 


菊 は 日 本 の 象徴 的 な 花 で あり 、 秋 に な る と 難 地 
で 展示 会 が 催さ れ ま す 。 当 館 で は 、 独 得 の 造形 を あ 
し ら つ だ 「 海 の 動物 第 花 展 」 が 今年 で 8 年 目 を 迎 
えま し だ た 。 作品 は すべ て 当館 の 造園 を 担当 する ス 
タッ フ ガ が 制作 し 、 こ ご これ まで に 長 さ 10m の マッ コウ 
クジ ラ や 高 さ 4 .5m の ペン ギン な ど 大 小 合 せ て 100 
体 の 創作 を 行い まし た 。 最近 で は どう や つて 造る 
の が と 作品 の 裏側 を の ぞ き こむ お お客 様 の 次 も よく 
見 うけ ます 。 そ ご こ で 、 当 館 で の 動物 の 菊 人 形 の 造 
り 方 を 簡単 に ご 紹介 し レ ま し よう 。 

菊 の 種類 は 「 懸 崖 菊 」 で 現在 30 種 の 中 か ら 作 品 
の 大 き さ や 色合い に よ つ て 選ん で いま す 。 造形 は 
骨格 作り が ら 始 め ま す が 、 針 金 で 形 を 作り 金網 を 
張り ます 。 鱗 は 平面 的 に 、 イ ルカ や ペン ギン な ど 
は 立体 的 に 作り ます 。 和 菊 の 花 が 咲い た 情景 を 思い 
浮 べ な が ら 動 物 の 動き や 表情 が 表現 で きる よう に 
整え る この 作業 が 、 作 品 の 出来 ば え に 大 きぐ 影響 
し ます 。 展示 まで の 準備 期間 は 、9 ケ 月 か り ま 
す が 、11 月 に は 美しい 花 を 咲 サ せ 、 楽 し ませ て ご ぐ 
れ ま す 。 (榎本 ) 
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佐屋 浅 飯 アイ ウオ ッ チノ 中 


皆さん は 水 の 中 の 生き 物 の 目 に つい て どの ぐら 
い の こ と を ご 存じ で し よう か ゃ ピン キオ ハウ ス で 
は 水族 館 ア イ ウ オッ チン プー ウオ の 目 ・ コ の 目 
・ イ ルカ の 目 一 と 題し だ 特別 展 が 行わ れ て いま す 。 
ま ざ は 入口 で 動物 福 笑 い に 挑 戦 / 目 すぐ し し て 作 
つた だ イシ ガキ フグ の 顔 に 思わ ざ 苦 笑い 。 会 場 の 中 
に は 水中 で の 光 や 目 の 仕組 み に つ いて 実験 する コ 
ー ナ ー や マダ コ や トラ ザ メ の 障 を 観察 する コー ナ 
ー な ど 、 楽 し く 学 べ る 工夫 が 盛り だ くさ ん で す 。 
中 で も 人 気 は シヤ マチ や マン ボウ な どの 動物 の 顔 に 
目 を つけ る クイ ズ で 、 目 の な い 顔 を 前 に 首 を が し 
げ る お 客 様 も いる よう で す 。 ま だ 園内 の 水槽 の 鋼 


や 動物 達 の 目 に 注目 し て 議 Fr 


観察 する だ た め の パ ン フ レ 
ッ ト 、「 ア イ ウ オッ チン グ 、 
シー ト 」 も ご 利用 に な り 大 暫 王 織 
新た な お 発見 を し て 下さ い 計 
( 桐 畑 ) 妥 


人 時 ツヤ 0 り オ ーー ルー 人 ト 


オー シャ ヤン スタ ジア ム で は 、 夏 休み 期間 の 催し 
物 と し て 、 夏 の 暑 さ を 吹き 飛ば し て いた だ こう と 
「 シ ャ ヤ チ の シャ ワー プレ ゼン ト 」 を 行 つ て いま し 
だ 。 昨年 まで は シヤ チ が 口 に 偽 ん だ 海水 を 参加 者 
に 勢い よく が ガ け て いま し だ が 、 今 年 の 夏 は 大 き な 
尾ビレ を 使い 豪 槍 に 水しぶき を が ける 新しい 種目 
の 「 ウ オー ター バー スト 」 が お こ な わ れ ま し た 。 
ご の 種目 は 、 シ ヤ チ が 水面 で お 腹 を 真横 に し て め 
つぐ くり の と 涼 ぎ な が ガ ら 、 お も いつ きり 尾ビレ を 振り 、 
多量 の 水 を 遼 ぐ へ へ 飛ば すけ もの で 、 時 に は シャ ワー 
プレ ゼン ト に 参加 し て いな い ス タン ド 上 段 の お 客 
様 ま で も び し よ 濡れ に な つて し まう アク シ デ ン ト 
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呈 旧 民 の 昌 に 


が 公開 され まし た 。 


人 アニ マ . ア ウト ・ ガ イド 実施 中 


お 客 様 ど 動物 達 と の 間 の 棚 を 取り 除き 、 動 物 達 
に も つと 間近 に ふれ あい 、 親 し ん で いた だ だこ だ め 
に 、 昨 年 1 月 より ペリ カン 、 フ ン ボ ルト ペン ギン 、 
カメ な ど を 飼 育 ブー ル よ り 園 内 に 連れ 出す 試み を 
行っ を と ころ 、 動 物 達 の 突然 の 訪問 に び つ こく りす 
る お 客 様 も 多 ぐ 大 変 に 好評 で し た の で 、 今 年 6 月 
より 「 ア ー マ ・ ア ウト ・ ガ イド 」 と し て 年 間 を 通 
し 行う こと と し まし た 。 この 名 称 は 、「 外 に や つて 
来 だ 動物 を ご 紹介 レ し ます 」 と いう 意味 を こめ て 名 
付け られ まし た 。 現在 は 、 ペ リカ ン の 散歩 を 1 日 
2 回 行 つ て お り 、 水 槽 か ら 出 る こと の で き な い 応 
達 に つい て は 係員 が お 客 様 の 前 に 出 て 、 餌 を 亡 べ 
る 様子 な ど を 見 せ 、 紹 介 
し て いま す 。 ご の 冬 に は 
園内 を 敵 歩 する オウ サマ 
財 ペン ギン に キモ 出合 うこ と 
4 も で きる と 思い ます の で 
| ご 期待 くだ さい 。( 村 松 ) 


セイ ウチ の 人 父 公 開 


6 月 15 日 千葉 県 民 の 日 に 、 セ イ ウ チ の 赤 ち や ん 
「 チ ヤツ キー」 の 1 歳 の パ バースデー パー ティ ー で 、 
重 こ 3 t も ある セイ ウチ の 石 依 が 公開 され まし だ た だ 。 
ご れ は 、 多 摩 美術 大 学 学生 、 山 田 慎 出 さん の 卒業 
制作 の 作品 で 、 作 品名 も 「 り つば に な つ だ ね 」 と 
いう こと ガ ら 、 昨 年 日 本 で 初め て 生ま れ だ チ ヤ ツ 
キー の だ め に 、 鴨 川 シ ー ワ ー ル ド に 寄贈 し て ぐれ 
だ も の で す 。 

当日 は 、 依 が 置い て ある 受 地 に お 客 様 や 関係 
者 が 集まり 、 ネ ー ム プレ ー ト を 設置 し た り 花 輔 で 
飾る な ど 、 和 気 あ いあ いと し だ 雰囲気 の 中 で ち 條 


-| 今 で は 、 ち びっ つこ が 石 
と 像 の 大 き な 背 中 に 乗 つ だ 
科 り 、 家 族 連れ が 写真 を 撮 
遇 つた りこ と 、 来 園 者 か ら も 
『 人 気 を 博 し て いま す 。 

(大 江 ) 


